
 

 

 

 

 

２０２３年３月１９日池田自然観察会の記録 

五月山の春のいぶき（冬芽と新芽） 

今日は快晴 17 度と気持ちの良い日になりました。参

加者 1４人スタッフ 9

人でにぎやかに出発し

ました。 

出発する前に今日の主

役の冬芽，葉痕、ロゼッ

トについて担当者が資

料を使って説明をしまし

た。 

今日のコースは例年と違

った大広寺～駐車場～おん

ばのふところから池田城

址までです。 

センターの庭でシモク

レン、フクジュソウ、ミツマタ、キンキマメザクラやロ

ゼットのタンポポ、ハハコグサ、トキワハゼやキュウリ

グサ、オニタビラコ、カラスノエンドウなどを見つけま

した。 

センターすぐの橋のところでセンダンの葉痕、アセビ、

神社などによくあるオガタ

マノキ、ユキヤナギなども

見つけました。長い滑り台

のあるところでユズリハの

葉痕を見ました。まるで顔

のように見えます。 春に

咲く花にはサンシュユ、ロ

ウバイ、ナノハナ、オウバイなど黄色い花が多いように

思いますが、春一番に活動するハエやアブなどの昆虫

が黄色に敏感だそうです。 

大広寺の入り口にイスノキがあります。この木には虫

こぶが出来ます。虫が出た後の穴を吹けば音がなりま

すので、別名ヒョンノキとも。参加者の方が上手に鳴ら

されました。 

境内の黄色の花をつけたシキミが満開です。よい匂

いがします。特に中華料理に使う八角に似た実は猛毒

だそうです。このほか平行脈のナギという木がありま

す。この木も毒がありシカが食べないので春日大社で

は国の天然記念物の純林になっています。 

階段を下りて右の庭のシナミザクラ（支那実桜）の花

が満開です。この桜にはサクランボができるそうです。

この木にアカタテハという蝶が来て、スタッフが捕ま

えました。この蝶は成虫で越冬するので、羽がボロボロ

でした。タテハ類は足が 4 本しかありません。前脚が

感覚器として発達して、止まるための脚ではなくなっ

ているので見た目には 4 本にみえます。アサギマダラ

もそうです。  

駐車場のところでイヌノフグリを探しました。外来

種の瑠璃色のオオイヌノフグリはどこでも見かけます

がイヌノフグリは在来種で最近では大変少なく、とて

もとても小さいピンクの花をやっと一つ見つけること

ができました。絶滅危惧種Ⅱ類に指定されています。 

道路を渡り五月山体育館の横の坂道のおんばのふと

ころへ進みました。おんばのふところとは文字通り乳

母の懐で暖かい場所という意味で杉ケ谷川沿いの道で

す。花の下に 1 枚葉があるシデコブシが咲いていまし

た。土手にはシロバナタンポポがたくさん咲いていま

す。このタンポポは在来種で人手が加えられていない

場所にしかありません。よく見かけるタンポポは外来

種のセイヨウタンポポです。ボケ、節の環が二つのマダ

ケ、スモモの仲間のハタンキョウの花などを見てよう

やく城址につきました。お疲れ様でした。（N・K） 

 

右の QR コードにかざすと、カラーで 

しぜんのたよりをご覧いただけます   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.３ ６ ９ （ ２ ０ ２ ３ 年 ４ 月 １ ６ 日 ） 

五月山自然観察インストラクター連絡会  

五 月 山 都 市 緑 化 植 物 園 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

 

 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

＝池田自然観察会のお知らせ＝ 

＊５月のテーマ 五月山の新緑と小鳥たち 

＊と    き ２３年５月２１日（日） 

１０時００分～１２時３０分 

＊集合・解散 緑のセンター 

＊持 ち 物 あればルーペ、双眼鏡など 

＊参 加 費 300円  

＊指   導 五月山自然観察ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ連絡会 

＊問い合わせ 池田市緑のｾﾝﾀｰ ℡ 072-752-7082 

火曜日休館（祝日の場合は翌平日） 

 

                    

 

観察会風景 

ロゼッタ（キュウリグサ） 

葉根（ユズリハ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月９日 自宅にて 

２月最後の週あたりのことです。 ☆その１：朝

日ものぼり明るくなってすぐ東の方向からウグイス

の声！元気なすっきりした声です。初鳴きかな。 

その 2おなじ日の午後たのしげにおしゃべり。ピ

イチュル、ピイチュルと、わがやのすぐ西から。ハ

ッカチョウの夕方のおしゃべり？そろっとのぞくと

ウグイスより大きめ？の黄土色の鳥。ハッカチョウ

ともちがう？☆ごじつ 「カバイロハッカ」なるも

のがあるとの記述あり。それからは姿も声も聞こえ

ません…。          （畑・井関 ） 

 

 ２月２７日、良いお天気なので猪名川へ行ってみま

した。池田駅から西へまっ

すぐ行って土手の階段を下

りた真正面の猪名川の石の

上で、トモエガモが昼寝し

ていました。特徴的な緑の

頭と複雑な文様ですぐにそれとわかりました。ずっと

寝ていたのですが一度だけ水面に降りたのでその時全

形を見ることができました。 

その後河原を南側へ散策。ウグイスが囀り、キタテハ

が飛び、ミシシッピーアカ

ミミガメが日向ぼっこし、

もうすっかり春です。ここ

では珍しいホオアカを見る

ことができました。他には

オオジュリン、イソヒヨド

リ（雌）、カワラヒワ、ホ

オジロ、アオジ、キンクロ

ハジロ、カワセミ、ジョウ

ビタキ、ツグミなど見るこ

とができました。        （豊中市・土田） 

 

★池田の自然 街角の話題をお寄せください★ 

あて先 池田市緑のセンター 

FAX  ０７２－７５２－７４０１ 

E-Mail：midoricenter@imsf.or.jp 

（E-Mailがお勧めです） 

 

 

 

 

 

３月２０日 猪名川にて 

朝から雲一つない快晴微風の絶好の観察日和に恵

まれました。定刻の１０時に６人が集まりました。

今日はサギ類の影が無く（辛

うじてアオサギ 1羽のみ）で

冬鳥も終わりかなと思った

がカモ類は未だしっかり居

ました。今日は久しぶりにジ

ョウビタキの♂やアオジを見ることできました。 

本日の観察範囲は中橋と絹延橋の間の池田井堰か

ら猪名川大橋付近迄で、観察できた鳥は２５種類で

した。本日観察できた鳥；（コガモ、マガモ、ヒドリ

ガモ、カルガモ、オカヨシガモ、オオバン、カワウ、

アオサギ、カイツブリ、セグロ

セキレイ、ハクセキレイ、キセ

キレイ、イソシギ、イカルチド

リ、ジョウビタキ、カワラヒワ、

アオジ、ツグミ、ウグイス

（声）、ツバメ、トビ、ムクド

リ、ハシボソガラス、ハシブト

ガラス、スズメ。 

（小花・渡邊） 

 

３月２８日ダイエー駐車場近くのマンション前の「ヒ

トツバタゴ」（ナンジャモンジャの木）の冬芽が開いて、

柔らかい緑色の葉が展開し始めてきています。旧はた

ごや前のジューンベリーの赤い冬芽も、ようやくほど

けてきて、葉が出てきています。 

（菅原町 松本） 

 

３月２５日神田にて 

いつもの道路際に今年も変わらず、スミレとヒメ

スミレが綺麗に咲き誇っています。アリさんに感謝

ですかね。            （神田・大竹） 
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